
神津島村と東日本三菱自動車販売株式会社ならびに東京電力パワーグリッド株式会社との 

三者協力体制構築に関する覚書の締結について 

 

2024年5月16日 

東京都神津島村 

東日本三菱自動車販売株式会社 

東京電力パワーグリッド株式会社東京総支社 

 

東京都神津島村（村長：前田 弘、以下「甲」という）と東日本三菱自動車販売株式会社（取締役社

長：大平 容禄、以下「乙」という）ならびに東京電力パワーグリッド株式会社東京総支社（常務執行役員東

京総支社長：須藤 義嗣、以下「丙」という）は、甲と丙が2024年3月14日に締結した「地域循環共生圏の

実現に向けた共創に関する連携協定書」の趣旨に乙が賛同し、三者にて協力関係を構築することに合意したた

め、覚書を締結しました。 

 

島嶼部では台風などの影響により停電が発生した場合、電力復旧作業が長期化することがありますが、EVを

活かし、少しでも電力の確保・活用をしていただくことで、住民の皆さまへの安心に貢献することができるため、三者

にてプロジェクトを立ち上げることとなりました。 

 

今回の覚書締結は、プロジェクトの立ち上げにあたり協力関係の構築について三者で合意したことを確認するも

ので、東京都の島嶼部においては新島村さま、大島町さま、三宅村さま、小笠原村さまに続き、5例目となります。 

 

１．締結日 

2024年5月9日 

 

２．プロジェクトの概要 

（１）名称 

・EVで島をMOTTO元気にプロジェクト 

 

（２）目的 

・停電発生時、EVからの給電電力を生活の一部に役立てていただくこと。 

・島嶼部のBCP対策の一環として、EVを活用していただくため、東日本三菱自動車販売株式会社にて中

古EVを調達。 

・この取り組みは、2024年3月14日に甲と丙が締結した「地域循環共生圏の実現に向けた共創に関する

連携協定（※）」の一環によるもの。 

 

（３）プロジェクトの構成 

・ 運営主体：東京電力パワーグリッド株式会社東京総支社 

・ 運営協力：東京都神津島村 

・ 車両供給：東日本三菱自動車販売株式会社 

・ 車両整備：島内事業者の皆さま 

 

 



※「地域循環共生圏の実現に向けた共創に関する連携協定」概要 

神津島村の地域循環共生圏の実現に向け、防災・減災、環境、エネルギーの分野において、相互の連携

を強化するもので、エネルギーの地産地消や面的利用等の推進、再生可能エネルギーの利活用及び導入

拡大など、神津島村の地域特性を踏まえつつ、地域循環共生圏実現の絵姿を共に考え、共に創りあげて

いくことを目的としている。 

 

（１）レジリエンスの強化に関すること 

（２）省エネ推進に向けた取組に関すること 

（３）エネルギーの地産地消や面的利用等の推進に関すること 

（４）再生可能エネルギー等の利活用及び導入拡大に関すること 

（５）脱炭素化に向けたエネルギーへの転換（電化等）に関すること 

（６）豊かな自然環境の持つ多様な機能・生物多様性の維持・向上に関すること 

（７）上記を始めとした「地域循環共生圏」の実現を契機とする、環境・経済・社会の統合的取組の推進

に関すること 

 

３．添付資料 

  ＜別紙１＞三者協力体制構築に関する覚書 

  ＜別紙２＞三者協力体制構築に関する覚書締結式 

 

 

 

 

以 上

 

本発表内容に関する報道関係者の問い合わせ先 
 

東京電力パワーグリッド株式会社東京総支社 広報・地域担当 TEL：03-6375-5429 
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【写真左から、東京電力パワーグリッド 須藤東京総支社長、東京都神津島村 前田村長、東日本三

菱自動車販売 大平取締役社長】 

 

 

 

 

 

＜別紙２＞ 


